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＜節分例会＞ 

日時：2月 7日（月） 

場所：飛騨総社＆山陣 
 

平成 23年 2月 7日午後 5時 50分より、飛騨総社の神前で

節分の神事が執り行われました。 

宮司堀之内さんの祝詞の後、今年度の年男、新入会員と会

員を代表して大保木幹事が玉串を捧げられ、今年の健康や

活躍を祈りました。 

また宮司さんの計らいにより神殿の前で集合写真を取る

ことができました。 

年男    清水幸平：新井信秀：平林英一：和田良博  

渡辺修治:周信夫 

新入会員  堀口裕之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長  清水 幸平   ◆幹事  大保木 正博   ◆会報委員長  今井 俊治   ◆会報担当 村瀬 祐治 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

869 回 
48 名 47 名 38 名 － 81.25% 

前々回 

867 回 
48 名 47 名 42 名 2 名 93.62% 
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Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 
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2010～2011年度 高山中央RC会長テーマ 

「心をつくし、力を合わせて」 

＜出席報告＞ 創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事務局  高山市花岡町 1-15 丸越商事 4Ｆ 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 
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＜点 鐘＞ 会長 清水 幸平 

 

＜会長あいさつ＞    会長 清水 幸平 
 

皆様こんばんは。本日は恒例の節分例会です。 

飛騨総社にて、年男 6名と新入会員 1名を始め、高山中央

RCの全会員の無病息災を祈願し、高山中央 RCの更なる飛

躍、メンバー企業の益々の発展を願い参拝させていただき

ました。今年厄年のメンバーが 5名いますが、飛騨総社様

のご祈祷によって一年間無事に過ごすことができるでし

ょう。 

続いて、山陣さんにて懇親会です。年末年始と懇親会が続

きますが今夜も親しく歓談し懇親を深めていただきたい

と思います。 

節分は季節の分かれ目の意味で、元々は「立春」「立夏」

「立秋」「立冬」のそれぞれの前日をさしています。しか

し今日は、節分といえば立春の前日をさすようになりまし

た。冬から春になる時期を一年の境として、現在の大晦日

と同じように考えられていた為でしょう。立春も過ぎ、暦

の上ではもう春です。そういえば夜明けの時間が早くなっ

た気がします。 

大相撲春場所が中止になりました。大相撲はまだ夜明けに

は程遠いようです。八百長問題は昔からあったことですし、

大麻問題や野球賭博と問題は山積みです。放駒理事長の会

見を聞いて気の毒になりました。現役の時代誠実な人柄だ

った大関魁傑にしてみれば、今回のような不祥事に情けな

い思いでいっぱいの事でしょう。綺麗事だけで解決できる

問題ではなさそうですが、この際疑惑を全て明らかにして、

新しい節分を迎え、相撲界の立春の日を待ちたいものです。 

親睦活動委員会の皆様にはいろいろとお世話になります

が宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜親睦活動委員長あいさつ＞ 

委員長  高原 清人 
 

先ほどは飛騨総社の本殿におきまして、年男、新入会員を

始め、すべての会員に対して、厄払いをしていただきまし

た。 

節分は旧暦の大晦日にあたり、一年の罪や穢（けが）れを

祓（はら）う大祓（おおはらい）の神事です。2日早いで

すが、これで旧暦の新しい年、立春を迎える準備が出来ま

した。今夜は時間の許す限り皆様でお祝いしたいと思いま 

すので、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年男と新入会員挨拶】 
 

今年の年男 6 名と新入会員が厄払いのお礼と今年の抱負

などそれぞれ挨拶がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜乾 杯＞          和田 良博 
 

乾杯は年男を代表して和田良博さんが会員の健康とそれ

ぞれの企業のいやさかを願い乾杯をされました。 
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＜めでたのご披露＞    新井 信秀 
 

司会の指名にもかかわらず約束が違うと言いつつまた

渋々と新井信秀さんが初めてのめでたのをご披露され会

員大きな声で唱和されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年男の余興＞ 
昨年に引き続き年男の余興を楽しみにしていたのですが、

｢余興を準備していない｣とのお詫びの長い～長い～土下

座により始まりました。ただ○○○○を差し出すことで皆

が納得されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オークション＞ 
 

会員が出しあった商品を、オークション会が開かれました。 

皆様参加して頂きありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜1,000 円勝ち抜きゲーム＞ 
 

皆が千円を握り締め隣同士じゃんけんゲームをし最後の

二人は、三枝さん永家さんでしたが、勝ち残りは永家さん

でした。ニコニコに全額を頂きました。ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中締め＞          渡辺 修治 
 

最後の締めの挨拶は年男の渡辺さんが行われ、今年の厄払

いの節分例会は、つつがなく終わることができました。 

今年も家族が健康で過ごせることができますように！！。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


